
















•
1.

9
 

第3に生産物の安全性を重視した栽培に心

がけること。

高温多湿なハウス内の栽培は， 病害虫の発

生も多く農薬の散布回数も多いのが現状であ

るが， 今後は低農薬で栽培することを基本に

適期の予防に心がけ散布回数を減らし， 安全

性について消費者ニーズに答えるべきである。

第 4 に生産者は自ら足腰を強くすること。

補助金農政に慣れた農家には本質的にあま

えがあるように思う。 例えば， 国， 県， 市が

進めた品目で成功したことがないとか， 何か

あるたびに補助は出ないのかといったたぐい

の話が現在でも数多く聞かれるのである。

現在の厳しい状況だからこそ生き残る人，

生き残れない人の差がはっきりする時期だと

考えている。

後継者の問題も数ではなく， 厳しい時代に

生き残れる若者がいるのかという経営者の質

の問題が重要だろう。

行政もバラまき予算でなく自分自身で足腰

を強くする農家に助成するような施策の転換

が必要であり， 効果もおのずと上がっていく

のでないかと考えている。

結 び

私は期せずして親子 2 代で本市の園芸係長

を担当しました。

親父は昭和 40 年代の前半で園芸農業が急

成長した時代であり， 昭和 60 年代の私の時

期は限界に来た時期でしたが， 親父の歩いて

きた道を息子が歩くということはいろいろや

りにくい反面， やり甲斐もあり， 生産者と共

に喜びも悲しみも分ち合うことができ， 18

年間の役所生活の中で一番充実した 4 年間で

あったと考えています。

宮崎の農業を知れば知るほど， いろいろな

先人の苦労や努力に敬意と感謝を払わずには

おられません。 今さらながら長い年月の伝統

に支えられた園芸農業の歴史の重みを感じて

いるところです。

今後とも農政にたずさわる人間として幾多

の困難がまち受けているかも知れませんが，

長年の歴史と伝統に支えられ発展してきた園

芸膜業を益々充実発展させなくてはならない

と決意を新たにしているところです。
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